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セルフコンディショニングへの期待

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

従業員の皆様の在りたい健康の姿に向けて貢献する「セルフコンディショニング」という考え方

※ コンディショニング：多角的な視点をもって現在の状態を評価し、目標に向けて望ましい状態を整えていくこと
※ セルフコンディショニング：主体的に健康づくりを行うこと、自分自身で健康状態を整えること



国内で働く人たちの本音

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

健康不安を感じても、相談相手が十分にいないという実態

ソース：内閣府男女共同参画局 令和5年度 男女の健康意識に関する調査
n=1,017

3人に1人は

どのように対処をしたら
よいかがわからない

1, 70

2, 30 国内で働く人の

ソース：株式会社マイナビ 企業と従業員の健康課題への認識に関する調査
調査時期 2023年3月、 n=1,076  

70％は健康に不安



産業保健スタッフへの相談要望

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

9%

43%37%

11%

とても相談したいと思う まあ相談したいと思う

あまり相談したいとは思わない まったく相談したいとは思わない

グラフデータ：都内の企業で働く人を対象にした大塚製薬株式会社の調査結果より（2024年11月28日実施）

n=482

2人に1人の就業者は、より良い心身のコンディションのために産業保健スタッフへ相談したい!! と回答 



こんなお悩みはありませんか？

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

従業員の健康を推進するための積極的
なコミュニケーションが十分にできていな
い

健康経営優良法人認定企業ではある
ものの、健康課題は解決されていない

高齢化する従業員や若手社員のパ
フォーマンスを支える仕組みづくりに苦労

産業保健スタッフ産業保健スタッフ 健康経営担当健康経営担当 人事担当・労務担当人事担当・労務担当

一緒に取組んでみませんか



コンディショニング サポーター養成講座
概要



私たちの想い

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

日本スポーツ振興センターと大塚製薬株式会社の共同研究成果を
国民の健康づくりに応用・活用

 働く人の健康に関わる皆様と共に、一人
 ひとりのWell-beingに貢献していきたい。

人の潜在能力を最大限に引き出すためには、アスリートであれビジネスパーソンであれ、心と体
のコンディショニングが欠かせません。

しかし現状では、従業員の多くは「産業保健スタッフに何を相談したら良いか分からない」「誰に
相談すれば良いか把握できていない」という声がある一方、産業保健スタッフからは「予防活動
に力を入れたいが手が回らない」というお悩みをお聴きすることがあります。

そこで、大塚製薬株式会社と特定非営利活動法人 健康経営研究会が連携し、働く人たち
の心身が健康であり続ける社会の実現に向けて、従業員の健康を支える方々を対象にした「コ
ンディショニング」に関する新たな養成講座を2025年1月から開始いたしました。

持続可能な日本社会の実現には、「セルフコンディショニング」の考え方がとても重要になりま
す。
本活動を通じて、受講される皆様の日常や未来に少しでもお役立ていただければ幸いです。

コンディショニング サポーター養成講座

開発メンバー一同

はじめに



サポーターを応援する専門家

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

健康経営研究会
理事長

岡田 邦夫 先生

内科医、産業医
専門は糖尿病

早稲田大学
教授

岡 浩一朗 先生

㈱クレメンティア
代表

荒尾裕子 先生

国立スポーツ科学センター
副主任研究員

清水和弘 先生

スポーツ医学、免疫学、
運動生理

博士、行動変容、
座り過ぎの研究

保健師、産業行政
保健師経験

皆様にご受講いただく独自のカリキュラムやプログラムの開発には、様々な
専門分野でご活躍されている先生方にご協力いただいていております。

コンディショニング サポーター



養成講座の概要
コンディショニング サポーター

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

受講をお勧めする方

申込日程

受講料

認定期限

認定

カリキュラム監修

協力

産産業保健スタッフ（産業医、保健師、看護師、栄養士など）健康経営担当、人事担当・労務担当をはじめとする
従業員の健康づくりに携わる方々

通年

22,000円（税込）

確認テスト合格日より2年 ※資格更新時には同額の費用が発生いたしま
す

特定非営利活動法人 健康経営研究会

岡田 邦夫（特定非営利活動法人 健康経営研究会 理事長/労働衛生コンサルタント）
荒尾 裕子（株式会社クレメンティア代表/保健師）
岡 浩一朗（早稲田大学スポーツ科学学術院 教授）
清水 和弘（独立行政日本スポーツ振興センター ハイパフォーマンススポーツセンター 副主任研究員）
特定非営利活動法人 健康経営研究会 

独立行政法人日本スポーツ振興センター
ハイパフォーマンススポーツセンター

受講期間 4カ月間受講期間 4カ月間

*受講料、カタログギフトの代金、Webセミナー等の参加費を含む
お申込みいただいた方には、受講料のお支払い確認後、5,000円分（税込）の大塚製薬の製品と交換可能な
カタログギフトをご送付いたします（交換期限：カタログギフト発行日より4ヶ月）。



認定取得のステップ

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

01
申込・お支払い

03
確認テスト

05
サポーター活動

02
カリキュラム受講

04
合格・認定証発行

「コンディショニング サポーター」として一緒に活動しましょう

コンディショニング サポーター

（動画教材・テキスト）

（20問、100点獲得で修了)

（動画教材・テキスト）

（20問、100点獲得で修了)



01 受講者様へのご提供プログラム

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

❶eラーニング受講
・５-15分の動画教材（14本）
・テキストブック（PDF）

➋確認テスト受講
（20問、100点獲得で修了)

認定



認定取得後のサポート
コンディショニング サポーター

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

関連記事の閲覧関連記事の閲覧
受講いただいたeラーニングのサ
マリーや、各テーマにおける講師
の想い・対談などの記事をご覧
いただけます。

セミナーへの参加セミナーへの参加
カリキュラムに関連した講師陣に
よるWebセミナーにご参加いた
だけます。

専用ツールの活用専用ツールの活用

活動の中でご利用いただけるリー
フレットや、従業員様向けセルフ
コンディショニ ングチェックシートを
ご用意しています。

「コンディショニング サポーター」同
士のコミュニケーションの場をご用
意しています。専門家からの学び
やフィードバックの機会をご提供し
ます。

ワーキンググループへの参加ワーキンググループへの参加

認定取得後の活動にお役立ていただけるコンテンツを多数ご用意



充実した活動サポート

作成：大塚製薬株式会社 ニュートラシューティカルズ事業部 ソーシャルヘルス・リレーション部

知を共有・取組みが発信できる知を共有・取組みが発信できるサポーター活動の評価ができるサポーター活動の評価ができる

■セルフコンディショニング
 チェック Webアプリ

アンケートに答えていただくと・・

従業員は「自分のコンディショ
ン状態」を把握可能

コンディショニングサポーターは、
従業員全体傾向の把握可能

■ワーキンググループ
有志で集まるサポーターが集まる機会を年数回開催

■コンディショニング サポーターアワード
年に1度、好事例を表彰するイベントを開催。社外に向
けて情報発信

同じ志をもつコンディショニング サポーターの活動を全力でサポートできる体制

*イメージです

上記イベントはリアル・オンラインのハイブリッド開
催



従業員のためのトータルコンディショニング

従業員の健康をみんなで支え
合える職場環境こそが、元気な
社会づくりにつながっていきま
す。
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